
県の課題と向き合い、解決に貢献する

地域のためのDX 推進拠点へ

積
極
的
に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す

滋
賀
県
立
大
学
は
「
地
域
社
会
へ

の
貢
献
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ

て
お
り
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
地
域
課
題
の

解
決
を
目
指
し
て
い
る
。
中
で
も
２

０
１
７
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
ひ

と
・
モ
ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
っ
て
農
業
・

看
護
・
観
光
・
工
業
の
４
分
野
に
お

け
る
課
題
に
取
り
組
む
拠
点
と
な
っ

て
お
り
、
実
践
的
な
研
究
を
通
し
て

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域

の
研
究
施
設
や
企
業
と
共
同
で
行
っ

て
い
る
研
究
を
２
つ
紹
介
す
る
。

〔
事
例
①
〕

地
元
産
業
を
守
る
た
め
に

ア
ユ
の
研
究
を
Ｄ
Ｘ
で
効
率
化

全
国
ト
ッ
プ
の
漁
獲
量
を
誇
る
琵

琶
湖
の
ア
ユ
は
、
県
を
代
表
す
る
水

産
資
源
。
湖
や
河
川
に
生
息
す
る
ア

ユ
は
管
理
・
保
護
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。

県
内
に
お
け
る
水
産
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
、
特
産
魚
介
類
の
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
滋
賀

県
水
産
試
験
場
だ
。
地
域
ひ
と
・
モ

ノ
・
未
来
情
報
研

究
セ
ン
タ
ー
は
同

試
験
場
と
共
同
で

ア
ユ
の
孵
化
日
を

特
定
す
る
研
究
を

進
め
て
い
る
。
孵

化
日
の
推
定
に
よ
っ
て
管
理
や
漁
獲

状
況
の
予
測
が
可
能
と
な
り
、
資
源

と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

こ
れ
ま
で
も
孵
化
日
の
推
定
は
行

わ
れ
て
き
た
。
頭
部
に
あ
る
平
衡
感

覚
を
保
つ
た
め
の
耳
石
と
い
う
組
織

に
、
１
日
に
１
本
刻
ま
れ
る
日
周
輪

と
い
う
輪
の
数
を
目
視
で
数
え
る
方

法
だ
。
輪
の
数
で
日
齢
と
孵
化
日
を

明
ら
か
に
す
る
。
膨
大
な
時
間
と
労

力
を
要
す
る
作
業
。
そ
の
効
率
化
に

Ｄ
Ｘ
技
術
で
臨
ん
だ
の
が
、
工
学
部

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
榎
本
洸
一

郎
講
師
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
画
像
計
測
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

生
体
観
測
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
耳

石
日
周
輪
の
自
動
計
測
シ
ス
テ
ム
を

開
発
。
耳
石
の
顕
微
鏡
画
像
を
読
み

込
ま
せ
る
こ
と
で
自
動
的
に
輪
の
数

を
計
測
し
、
短
時
間
で
日
齢
・
孵
化

日
を
推
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、ア

ユ
の
管
理
・
保
護
の
効
率
化
は
飛
躍

的
に
進
展
す
る
。
さ
ら
に
、
漁
獲
量

の
予
測
、
管
理
技
術
の
進
歩
に
よ
っ

て
水
産
資
源
を
取
り
巻
く
課
題
が
解

決
さ
れ
れ
ば
、
１
０
０
０
年
以
上
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
エ
リ
漁
」
な
ど

の
伝
統
的
漁
業
の
持
続
可
能
性
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

地
域
に
根
差
す
大
学
な
ら
で
は
の

Ｄ
Ｘ
が
、
湖
国
の
文
化
を
次
世
代
へ

つ
な
い
で
い
く
。

〔
事
例
②
〕

滋
賀
か
ら
全
国
へ

物
流
効
率
の
最
大
化
を
目
指
す

 

「
２
０
２
４
年
問
題
」
と
呼
ば
れ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
話
題
の
運
輸
業

界
。
日
本
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の

う
ち
約
６
・
８
％
を
ト
ラ
ッ
ク
が
占

め
て
い
る
な
ど
、
数
々
の
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
解
決
に
Ｄ
Ｘ

で
挑
ん
で
い
る
の
が
、
地
域
ひ
と
・

モ
ノ
・
未
来
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
と

Air Business Club

社
の
共
同
研

究
※
１
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
最
適
な
ル
ー
ト
選
定
の
方

法
に
着
目
。
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
酒

井
道
教
授
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ

ル
の
考
え
方
を
応
用
し
て
ア
プ
ロ
ー

チ
を
試
み
て
い
る
。
集
積
地
か
ら
目

的
地
ま
で
の
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
際
、

２
地
点
を
結
ぶ
す
べ
て
の
ル
ー
ト
を

試
行
す
る
の
で
は
な
く
、
強
化
学
習

法
※
２
を
ベ
ー
ス
と
し
た
独
自
の
手
法

を
用
い
て
試
行
す
る
ル
ー
ト
の
数
を

絞
る
。選
択
肢
を
減
ら
す
こ
と
で
、最

適
な
ル
ー
ト
選
定
に
か
か
る
時
間
を

短
縮
す
る
仕
組
み
だ
。
今
ま
で
ド
ラ

イ
バ
ー
個
人
の
経
験
や
技
量
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
ル
ー
ト
選
択
が
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
効
率
的
に
自
動

化
さ
れ
る
。

一
方Air Business Club

社
が

取
り
組
ん
だ
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積

載
率
向
上
だ
。
積
載
率
を
１
０
０
％

に
近
づ
け
る
た
め
、
荷
物
・
荷
台
管

理
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
。
こ
の
技
術

と
大
学
が
開
発
し
た
最
適
な
ル
ー
ト

選
定
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
輸
送
効
率
を
格
段
に
上
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
集
荷
と
配
送
を
同
時
に

行
う
集
配
混
交
輸
送
と
い
う
方
法
を

取
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
１
台
あ
た
り
の

輸
送
能
力
が
向
上
し
、
人
手
不
足
の

解
消
、
輸
送
時
間
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
削
減
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

２
つ
の
技
術
を
活
用
し
た
輸
送
は
、

今
後
滋
賀
県
内
で
の
試
行
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
全
国
へ
の

展
開
も
見
込
ま
れ
る
。
滋
賀
県
発
の

技
術
が
、
日
本
の
物
流
を
加
速
す
る

日
が
近
づ
い
て
い
る
。

※
１　
国
立
研
究
開
発
法
人
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
「
脱
炭
素

社
会
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
研
究

開
発
・
社
会
実
装
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
採
択
事
業
。 

※
２　

機
械
学
習
の
一
種
。
何
か
の
目
標
達
成
に
対
し

て
行
動
す
る
と
き
、
そ
の
行
動
に
よ
り
周
囲
の
状
況
が

変
化
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
最
適
な
行
動
を
選

択
す
る
設
計
法
。

学
際
的
研
究
で

さ
ら
な
る
地
域
貢
献
を

地
域
の
課
題
解
決
に
挑
む
う
え
で
、

異
な
る
研
究
領
域
の
技
術
や
考
え
方

を
複
合
的
に
活
用
し
て
発
展
さ
せ
て

い
く
の
が
滋
賀
県
立
大
学
な
ら
で
は

の
特
徴
だ
。

今
後
も
複
数
領
域
に
わ
た
っ
て
研

究
者
た
ち
が
協
力
し
あ
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
進
め
て
さ
ら
に
実
践
的
に

地
域
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

Ｄ
Ｘ
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
に

も
力
を
注
い
で
い
く
。

システムのGUI

University Information

滋賀県立大学 The University of Shiga Prefecture
〒522-8533 滋賀県彦根市八坂町2500
URL：https://www.usp.ac.jp/

実践的研究に取り組み、地域社会に寄り添う
本センターでは、学術的な基盤を確保しつつ、取り組みの出口として、地域社会への成果実装を重視した取り組みを進めています。地域
ごとに、ICTやDXの取り組みに対する理解や経験が異なり、その都度のきめ細かな対応が必要であり、またすべての取り組みが成功する
わけでもありません。しかし、組織設立から7年余を経て、スマート農業・看護・観光・ファクトリーの各内容において、その成果がさまざま
な形で現れてきつつあります。今後も、成果の大小にかかわらず、地域社会への貢献を第一に、取り組みを進めて行きたいと思います。

センター長Message

滋賀県立大学が2018年に開設した大学院副専攻ICT実践学座“e-PICT”は、
文理問わずさまざまな研究分野を専門とする大学院生や社会人を受け入れ、
ICT技術による課題解決能力を身に付けた人材の育成を目標としている。
自分の専門分野や仕事に還元できる実践的な内容を学ぶことができ、赤外線
カメラやドローンなどの機器を用いて実習を行う情報通信実習、人工知能に
関する講義などDXにつながるさまざまな講座を展開している。

地域に学ぶDX
大学院副専攻ICT実践学座“e-PICT”

Topics

材料科学を専攻している大槻東也さんは、“e-PICT”で開講さ
れている情報通信実習でPythonというプログラミング言語を
学んだ。
大槻さんが行う金属ナノ粒子の研究では、大量の測定データ
を扱うため、その分析に1週間ほど費やすこともある。そこで、
データ解析のアルゴリズムを整理し、Pythonを用いてデータ処
理を行うプログラムを作成。これまで丸一日かかっていた作業を
たったの１分に短縮できるなど、着実に成果を上げている。

研究DXで効率化を図る“e-PICT”実習報告

地域ひと・モノ・未来情報研究センター センター長 （滋賀県立大学 工学部 電子システム工学科 教授） 酒井 道

Pick
up

検討中の画像処理手法の一例

実験結果例元画像


